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業績予想の修正に関するお知らせ  

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成23年5月13日の平成23年12月期 第１四半期決算短信で公表いたしま

した平成 23 年 12 月期（平成 23 年１月１日～平成23 年 12 月 31 日）の連結業績予想について、下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 平成23年12月期 第２四半期連結累計期間の連結業績予想数値の修正（平成23年１月１日～平成23年 

６月30日） 
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

１８，０００

百万円

１，４００

百万円

１，４００

百万円 
６００ 

円  銭

５ ２８

今回修正予想（Ｂ） １８，９００ ２，７００ ２，７００ １，１００ ９ ６７

増減額（Ｂ－Ａ） ９００ １，３００ １，３００ ５００ －

増 減 率（％） ５．０ ９２．９ ９２．９ ８３．３ －

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成22年12月期第２四半期）

１６，９０８ １，９９４ １，８４２ ８８３ ７ ７６

 
２．平成23年12月期通期の連結業績予想数値の修正（平成23年１月１日～平成23年12月31日） 
 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

３６，０００

百万円

３，０００

百万円

 ３，０００

百万円 
１，３００ 

円  銭

 １１ ４３

今回修正予想（Ｂ） ３８，０００ ４，５００ ４，５００ ２，０００ １７ ５９

増減額（Ｂ－Ａ） ２，０００ １，５００ １，５００ ７００ －

増 減 率（％） ５．６ ５０．０ ５０．０ ５３．８ －

（ご参考）前期実績 
（平成22年12月期） 

３５，０１２ ３，７７２ ３，６３７ １，６９６ １４ ９２

 



 
３．修正の理由 

 第２四半期連結累計期間につきましては、主力の人造黒鉛電極は計画に比べ販売数量は減少しましたが、

ファインカーボンおよびリチウムイオン電池負極材の販売数量増加により、売上高は全体としては、計画比

増となりました。損益面につきましては、人造黒鉛電極の販売価格低下や原燃料価格の上昇はありましたが、

ファインカーボンおよびリチウムイオン電池負極材の販売数量増加分を既存の生産能力で対応し、さらには

全社的なコスト削減活動の推進により、計画に対し良化いたしました。また、為替レートが計画比円安で推

移したことも損益良化要因となりました。 
通期の予想につきましては、人造黒鉛電極、ファインカーボンおよびリチウムイオン電池負極材ともに 

第２四半期連結累計期間並みの販売数量が見込まれるものの、人造黒鉛電極の販売価格の低下および原燃料

価格上昇によるコストアップといった懸念があり、為替レートも含め先行きの不透明な状況が続くと考えら

れます。 
なお、第３、４四半期の為替レートは80円／米ドルと想定しております。 

 
 

※ 上記に記載した業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、 
 今後の様々な要因によって大きく変動する可能性があります。 

   
                        以上 


